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1 はじめに 

1.1 背景 

放射性廃棄物の処分事業の円滑な実施においては，処分場の安全性を確保できる見通し

を得ながら，経済性および効率性をも念頭においた技術開発を計画的に進めていく必要が

ある。 

処分場においては，処分坑道の力学的安定性の観点から，セメント系材料を使用する必

要があると考えられるが，その変質から生じる高アルカリ成分が，緩衝材（ベントナイト）

等に与える影響が懸念される。このため，浸出液が高アルカリを呈する従来の高アルカリ

性のセメント系材料が使用できない場合の代替材料としてアルカリ性成分の低いセメント

（低アルカリ性セメント）の開発が重要視されている。 

現在開発されている低アルカリ性セメントは，大別して①クリンカー設計型，②ポゾラ

ン質混和材添加型，③アルミナシリケート系混和材添加型に大別される。これらの低アル

カリ性セメントに関しては，開発元や開発目的が異なる等の理由により，データの蓄積状

況がそれぞれ異なる。クリンカー設計型の Low Alkaline cement（以下 LAC）の場合は，処

分場に対する適用性を検討した事例があり，適用の可否を判断するためのデータは概ね取

得されている。これに対して，ポゾラン質混和材添加型のものは，近年，各国で研究が実

施されているが，pH を下げることを主目標として開発されたため，設計，施工，長期安定

性に必要なデータが比較的不足している。また，アルミナシリケート系混和材添加型であ

る Slag Alkaline Cement（以下 SAC）については，pH や水和物成分についての限られた情

報しか得られていない。 

以上のように，各種低アルカリ性セメントのデータ取得状況は大きく異なっており，そ

れぞれの開発元が独自に試験をした結果しか示されていないため，現状入手可能な情報の

みでは処分場に適用するための基本特性に関して総合的な比較・検討が難しいのが現状で

ある。 

 

1.2 目的 

処分場におけるセメント系材料の役割，使用部位の要求機能，施工性等を考慮しながら，

材料試験，従来知見の調査・整理，新たに得られる知見を踏まえた上での工学的な評価等

を実施することにより，処分場における低アルカリ性セメントの長期適用性を検討する。 

なお，本報告書は，原子力発電環境整備機構（以下，機構）と（財）電力中央研究所（以
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下，電中研）との「特定放射性廃棄物の地層処分技術に関する協力協定」（以下，協力協定）

において規定される「共同研究」として 2003 年度～2007 年度に実施された低アルカリ性

セメントの処分場における長期適用性に関する検討結果を取りまとめたものである。 

 

1.3 報告書の構成 

本報告書は，全 4 章より構成されており，各章で記述した内容は以下のとおりである。 

第 1 章「はじめに」では，報告書を取りまとめるにあったっての背景，目的に関して記

述した。 

第 2 章「材料試験に基づく低アルカリ性セメントの適用性調査」では，既往の文献およ

び低アルカリ性セメントの各種材料試験結果に基づき，低アルカリ性セメントの基本特性

および補強材の適用性に関して記述した。 

第 3 章「処分場の環境条件における低アルカリ性セメントの適用性評価」では，各部位

の要求機能に関する検討，処分環境条件の設定，建設工程，施工方法，基準等の調査等を

既往の文献に基づき行い，第 2 章で得られた結果を考慮した低アルカリ性セメントの適用

性に関して記述した。 

第 4 章「まとめ」では，本報告書で得られた新たな知見に関して記述した。 

 




